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琉球語那覇方言のとりたて表現 

－duのとりたて性を中心に－ 

 

かりまた しげひさ 

 

１．はじめに 

《文の対象的な内容》と現実の出来事を関係づける《陳述的なかかわり》を表現する

ためのさまざまな文法的な手段がある。《とりたて》は、《陳述的なかかわり》を表現す

る文法的な手段の一つである。《文の対象的な内容》として取り込まれたものごとが現実

の場面に与えられているものごとに対してどのような関係にあるかを話し手の立場から

表しわける必要があるとき、文の構成材料である単語にとりたて助詞を後接させて表現

するのが《とりたて》であるi。 

《とりたて》は、とりたて助詞を単語に後接させることによって表現されるのだが、

とりたて助詞は、それが前接している単語の表すものごとだけでなく、いくつかの単語

の組み合わせの表すものごとをとりたてることもできる。とりたては、《文の対象的な内

容》を構成する主語、補語、状況語、連用修飾語、述語などの文の部分をとりたてる。

これらの文の部分は、1 単語の場合もあるが、2 単語以上の単語の組み合わせであること

もあるし、連用修飾的な従属文、条件的な従属文、時間状況的な従属文、空間状況的な

従属文などであることもあるii。 

  

２ 那覇方言のとりたて助詞 

記述文法 2009 にしたがって那覇方言のとりたて助詞を整理すると次表のようになる
iii
。 

 

も（累加、極限、ぼかし） N（累加、極限、ぼかし） 

は（対比） ja（対比） 

なら（対比） （jareː（対比）） 

こそ（限定） du（限定） 

だけ（限定） daki （限定） 

しか（限定） ―― 

ばかり（限定） bikeːN（限定） 

さえ（極限） sai、duN、NcjoːN、（極限） 

まで（極限） madi（極限） 

でも（極限、ぼかし） 
（jatiN、jarawaN（極限）） 

Ndeː（ぼかし） 

くらい（評価） ―― 

表１ 現代日本語と那覇方言のとりたて助詞の対応 
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野原 1986 は、那覇方言の「du（ぞ）」「ja（は）」「ga（か）」「N（も）」「NcooN／cooN（さ

え）」「duN（こそ）」「teemaN／teeN／teema（～しても）」を係助詞
iv
とし、「guree（ぐらい）」

「nagara（ながら）」「bikaaN（ばかり）」「mari（まで）」「naa（ずつ）」「ʔatai（くらい）」「Nree

（など、こそ）」を副助詞としているv。野原 1986 には現代日本語では失われた古代語の係

助詞「ぞ」「か」に相当する du（ぞ）、ga（か）も含まれている。その係助詞と副助詞の文

中での意味と機能を検討すると、とりたて助詞である。 

 

2.1 接続 

那覇方言の du、ja、N は、名詞、動詞、形容詞、副詞、接続詞に後接し、主語、補語、状

況語、連用修飾語、述語、独立語をとりたてる。名詞の格形式に後接するが、主格の ga、

nu を含む全ての連用的な格助詞の後に後接する。この点は日本語とは異なる。 

 

 ハダカ格 ga 格 nu 格 ni 格 

ゼロ 
cinuː 
（昨日） 

ʔjaː-ga 
（おまえが） 

Qcju-nu 
（人ガ） 

meː-ni 
 （前に） 

ja（は） 
cinuː-ja 
（昨日は） 

ʔjaː-gaː 
（おまえガハ） 

Qcju-noː 
（人ガハ） 

meː-neː 
（前には） 

N（も） 
cinuː-N 
（昨日も） 

ʔjaːgaN 
（おまえガモ） 

Qcju-nuN 
（人ガモ） 

meː-ni-N 
（前にも） 

du（ゾ・こそ） 
cinuː-du 
（昨日ゾ） 

ʔjaː-ga-du 
（おまえガゾ） 

Qcju-nu-du 
（人ガゾ） 

meː-ni-du 
（前にゾ） 

表２ 格助詞ととりたて助詞の接続 

 

動詞の連用形と条件形に後接するばあい、連用形と条件形の末尾に du、ja、N をそのまま

後接させるが、終止形のばあい、完成相は第一中止形に du、ja、N を後接させて補助動詞

suN（する）を組み合わせた分析的な形式にする。継続相は第二中止形に du、ja、N を後接

させて補助動詞 uN（いる）を組み合わせた分析的な形式にする。否定形は第一中止形に N

を後接させて saN（しない）を組み合わせるvi。 

 

nudi（飲んで）  nudi-du（飲んでこそ）  nudeː（飲んでは） 

numuN（飲む） numi-du suru（飲みこそする） numeː suN（飲みはする) 

nudoːN（飲んでいる） nudidu uru（飲んでこそいる） nudeː uN（飲んではいる） 

numaN（飲まない） numiN saN（飲みもしない）  

 

形容詞は sa 連用形と ku 連用形に du、ja、N を後接させて、ʔaN（ある）、neːN（ない）を

組み合わせた分析的な形式にする。述語名詞は、ハダカの形と繋詞 ja（だ）を組み合わせる

のだが、述語名詞をとりたてるときは、ハダカの形に du、ja、N を後接させて繋詞 jaN（だ）、
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ʔaraN（ではない）を組み合せた分析的な形式にする。 

 

takasaN（高い）   takasadu ʔaru（高くこそある） takakuN neːN（高くもない） 

Qkwa jaN（子だ） Qkwa-du jaru（子なのだ）   Qkwaja araN（子ではない） 

 

３ du のとりたて性 

森野崇 2003 は、「古代語の場合、特立のとりたての機能を持つ助詞として、強調を表す

とされる「ぞ」「なむ」「こそ」が考えられる」としている。那覇方言には現代語と古代語

の「こそ」、古代語の「なむ」に対応する助詞はないが、古代語の「ぞ」に「対応する助詞

duがある。これまで野原 1986などが係助詞としてきた duのとりたて性について検討するvii。 

次の 1）は、使用人同士が腕相撲をしているところに主人が現われ、何をしているのか問

い詰められている場面で下男の一人の加那に対する発話であるviii。とりたてられているのは

ʔjaː（おまえ）で、関係づけられているのはその場面の残りの使用人たちである。この du

は、前接のʔjaː（おまえ）をとりたてていて、現代日本語の排他的なガに相当する。述語に

は否定形に質問の接辞が接続していて、確認要求を表している。 

2）では、述語がとりたてられている。とりたてられているのは、Qcjunu muN tuiN（人

の物を取る）であり、関係づけられているものごとは同一文中に与えられている Qcjunu 

muNja nusumaN（人の物は盗まない）である。この例では、とりたてられと関係づけられ

が同じ文の中に与えられている。この du は排他を表している。 

 

1) ʔjaː-ga-du kanaː-Nkai ʔudi kakira-Ndi   ʔicjanoː ʔarani？芝 p.180 

おまえが 加那に   腕を 掛けようと 言ったんじゃないか。 

2) namakaraː Qcjunu muNja nusumaNgutu， tui-du suNdoː．芝 p.158 

これからは 人の 物は   盗まないで、  取るんだよ。 

 

次の 3）は、A の発話で物見に行ったかと聞かれ、単に「はい」とは言わないで、行った

ことが当然であることを確認要求の文で表している。du は、前にある成分を焦点として特

別にきわだたせて示す、現代日本語の特立の「こそ」と同じ使われ方をしている。 

 

3) A：ʔjaːja munumi siːga ʔNzjeː siː．芝 p.22 

お前は 物見を しに 行きは したか。 

B：ʔNzjagutu-du keːti cjoːeːsani． 

行ったから-こそ 帰って 来たんだろう。 

 

次の 4）の B1 は、A1 の問いに対する答えで、B1 全体が未知のできごとである。その中

で特立させたい部分に du を後接させている。さらに A2 の問いに対する答え B2 の中で du
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が後接しているのは、連体修飾語を含む連体修飾節で、とりたてられている物事は未知で

あり、特に目立たせられて特立されている。A2 の問いには nuː（何を）という疑問詞があ

り、B2 はその疑問詞に対応する未知の情報に du を後接させている。 

 

4) A1：ʔeː，ʔiQtaːga cjuːsi-du macikaNtiː soːsiga，cjuːsi cjuː nuːga nuː jaru baːga． 

おい、お前たちが 来るのを 待ちかねているのに、今日という今日、何なんだ。 

B1：ʔanu tabiNcjunu ʔihuːna kutu-du tuː-iNdeːnaː．芝 p.52 

あの 旅人が  妙な  ことを  聞くんだよ。 

A2：nuːga nuː tuːitaga． 

なんだい、何を 聞いたの。 

B2：nama-kara nizjuːguniNmeː kunu mura-nu Qcju-nu Qcju-Nkai kurusaQtasjeː  

今から   二十五年前  この 村の   人が   人に   殺されたのは 

uraniNdi-du iNsjeːNdeːnaː． 

いないのかって おっしゃるんですよ。 

 

次の 5）の例では先行の文が疑問詞質問文での問いがあり、それに答える形で諺の主題が

述べられている。先行する文の疑問詞に答える部分に du が後接している。du によるとりた

てられは、文中に現れているʔuci-Nkai（内に）である。疑問詞で問われたことに対して、特

別にきわだたせて答えている。 

6）には前提として「どんな木が曲がる」のかがあり、それに対する答えとして特定の特

性をもった kiː（木）が提示されている。du によるとりたてられは、特定の特性をもった kiː

（木）である。この duも特立を表している。 

 

5) ʔiːbeː maː-Nkai uːriː-ga．ʔiːbeː ʔuci-Nkai-du uːriː-ru．諺042 

指は どこに 折れるの。 指は 内に  折れるのだ。） 

6) kuːsa-i-ni-kara maga-i-r-u kiː-nu-du maga-i-r-u．諺179 

幼いころから 曲がる 木が  曲がるのだ。） 

 

du は、前接の部分を特に目立たせて示す特立と、場面のなかに与えられた複数の候補の

中から一つをとりたてる他を排除する排他がある。排除されるものごとが同一文中に現れ

ていることもあるし、場面に与えられることもある。なお、特立と排他を明確に区別する

ことの難しいものも多い。 

 

４．文のモーダルなタイプと du 

文のモーダルなタイプによって du の現れる文と現れない文がある。du は、断定文と推量

文と肯否質問文に現れる。いっぽう、命令文と疑問詞質問文には du が現れない。 
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4.1 断定文 

断定文に du が現れるとき、述語に強調形の現れる断定文と断定形およびそれ以外の形式

の述語の現れる断定文がある。強調形を述語にもつ文を強調文とよぶ。連体形と同音形式

の強調形が du と共起して現れることから、那覇方言に係り結びがあると言われてきた。 

 

7) joːmi-nu ʔagutu-du，     nugiti ʔicjuru．  nugiːru munoː nugaci jarasjeː．芝 p.92 

弱みが  有るから-こそ 逃げていくのだ。逃げる 者は  逃がして やれ。 

8) nuːNdi ʔiciN     waː-ga-du  waQsaibiːru． ʔanu tuci-nu  kutu kaNgeːineː  

なんと 言っても 私が     悪いのです。  あの 時の   事を 考えると 

ʔuturusanu   naibiraN．芝 p.64 

恐ろしくて なりません。 

9) ʔeːkiNcju-N nuː-N ʔaraN-roː-naː．ʔataimeː-nu harusaː-du ja-r-u．芝 P.30 

金持ちでも 何でも ないよ。   普通の     百姓なんだ。 

10) kuNzjaN-uteː icigami-ga jara nuː-ga jara wakaraNsiga， kuma-utoːteː Qcjukurusaː 

国頭では   生き神だか  何だか    分からないが ここでは  人殺し 

hweːreː-du jaru．芝 p.82 

追剥だ。 

 

文中に du があっても述語に強調形以外の形式の現れる文がある。 

 

11) waː-ga miː-kara Nːziːneː  ʔjaː-ga-du      hweːreː nati miːN-reː．芝 P.46 

俺の  目から  見ると、 おまえが／こそ   追剥に      みえるぜ。 

12) kutuni ʔjaːja miːʔiri-du jaNdoː．芝 p.188 

殊に お前は 新入りなんだぞ。 

13) gumanusudugwaː susi-ga-du ʔatoː maginusudu   naiNdoː．芝 p.154 

小さな泥棒を  するのが  後は 大きな泥棒に なるんだよ。 

14) kaːgeː nuː-nu gutoːN-reː ʔumu-i-ga．nioːbutuki-Nkai-du ni-cj-oː-sa．芝 p. 

容姿は 何の ようだと おもう？ 仁王像に      似ているぜ。 

15) naː simusigaNdi ʔumuisiga zjamazjamaː neːraN ʔNmariti-du cjuːrumuNnu． 

もう いいと  思うんだが、きりも   なく  生まれて 来るんだもの。 

16) ʔanu tucjeː waNneː nusuduNdi umutagutu-du jasai．芝 p.156 

あの 時は 俺は   泥棒だと 思ったからなんだよ。 

17) ʔataimeː-nu hjakusjoː-ja ʔaraN． sui-ja toːnukura-nu sakumapeːciN-nu  

普通の   百姓では   ない。  首里は 当蔵の     佐久間親方の 

sudatiNgwa-du jaNdoːnaː． 
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育ての子     なんだよ。 

 

4.2 推量文 

推量文に現れる du は、推量の対象を特立して目立たせる。推量文の述語は、du の有無に

かかわらず、連体形に形式名詞 hazi をくみあわせる合成述語の hazi 推量形が現れる。強調

形は現れない。 

 

18) kaNsi ʔicjaisi-N nuːgana-nu iN-nu ʔati-du jaru hazi．芝 p.44 

こうやって 出会うのも 何かの 縁が あったのだろう。 

19) ʔjaː-neː kanaːraNgutu ʔaNsi-du tataN hazi．芝 p.80 

お前には 敵わないから、それで 立たないのだろう。 

 

4.3 質問文 

質問文には肯否質問文と疑問詞質問文がある。肯否質問文には du が現れるが、疑問詞質

問文には du は現れない。 

肯否質問文では、いくつかある可能性のあるもの中から話し手が確認したいものごとを

表す部分に du を後接させて特立する。確認したい内容に関する手がかりが先行する場面に

与えられている。これまでの調査で過去の出来事をたずねる肯否質問文の述語に強調形を

確認できていない。 

 

du 有の非過去の肯否質問文 

肯否質問・非過去形には、断定・非過去形に終助詞 naːを後接させた形と断定形の末尾の

N を mi に替えた形とがある。du をふくむ肯否質問文には、強調形に質問の意の接辞-i をつ

けた形が現れる。以下の例は、話し手の不確かな判断を聞き手に確認している。 

 

20) suː naː-ja cimajuːti-du urui？芝 p.84 

父さん、貴方は 血迷って いるのですか。 

21) ʔabijaː ʔabijaːja sunakeː．ʔjaːja sinibusa-du ʔarui．芝 p.34 

つべこべ 言うな。   お前は 死にたいのか。 

22) kamizjaː，ʔjaː-ja ʔaNsi-du  simaː  turui．芝 p.184 

亀千代、お前は そうやって 相撲は とるのか。 

23) ʔjaː-ja kurusaQtaru Qcju-toː iN-nu ʔai-du surui．芝 p.60 

お前は 殺された 人とは  縁が あるのか。 

24) hikazimuN najaːi ʔiQsjoː sabisiku  kuraci-du ʔicjurui．芝 p.116 

日陰者に なって 一生  寂しく  暮らして 行くのか。 

25) ʔaNmaː，nuːga。    naː-ja   naci-du urui? 芝 p.164 
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おばさん、どうしたの。貴方は 泣いているの？ 

26) ʔjaː-ja    waN-ni kurusaQtaru Qcju-nu Qkwa-du jarui．芝 p.58 

おまえは  私に   殺された   人の   子なのか。 

 

du 有の過去の肯否質問文 

肯否質問・過去形には断定・過去形に終助詞 naːを後接させた形と中止形の語末の母音を

長母音にした形とがあるが、du を含む質問文に両方の形式が現れるが、強調形は現れてい

ない。 

 

27) ʔagizjabijoː，misigara-du jatiː. 芝 p.44 

おやまあ、文無しだったのか。 

28) naː-ja     ʔuN-nu waQsateː-sa．   ʔaNsi   nuː-gana turariː-du siNsoːciː．芝 p.42． 

おまえは  運が  悪かったんだ。 それで、 何か    取られたんですか。 

29) ʔanu tuci-nu hweːreː-ja naː-du jaNsjeːtaNnaː．芝 p.90 

あの 時の 追剥は 貴方 だったんですか。 

30) ʔunu Qcju-N hweːreː-du jataNnaː？ 

その 人も  追剥だったの？芝 p.90 

31) hakisamijoː．waN utoː ʔjaːga-du kurucjaNjaː．芝 p.54 

何だって! 私の 夫は お前が 殺したんだな。 

 

疑問詞質問文 

疑問詞質問文は、疑問詞によって焦点化（特立）されているので、疑問詞質問文には特

立を表す du が現われない。 

 

32) ʔjaː-ga ʔudurukacjaru ʔunu tabiniN maː-Nkai ʔicjutaga.芝 p.38 

お前が 驚かせた その 旅人、 どっちに 行ったんだ。 

33) nuː-nu ʔurami-nu ʔa-ti waQtaː suː  kurucjaga？芝 p.56 

何の 恨みが あって うちの 父を 殺したんだ？ 

 

4.4 確認要求 

否定形に質問の意を表す i を後接させた形式を述語にもつ文と ra 推量形を述語に持つ文

は、確認要求を表す。前者の文は確認したいものごとを du で特立させてとりたてる。 

 

34) ʔjaː-ja zuri-du jaeːsani．芝 p.102 

お前は 女郎なんだろう? 

35) kamizjaː，ʔjaː-ja  ʔaNsi-du  simaː  turui．  ʔjaː munoː sina-du 
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亀千代、 お前は そうやって 相撲を とるのか。お前のは  砂を  

kwaːcjoːeːsani．芝 p.184 

食わせているんじゃないか。 

naː-ga ʔaNsukanaː  hoːigututeːjaː． 

  貴方が そんな風に 這うからだよ。 

hoːteː   uraN． kuNpati-du ueːsani． 

這っては いない。踏ん張っているんじゃないか。 

36) ʔjaː-ga-du  kanaː-Nkai ʔudi kakira-Ndi   ʔicjanoː ʔarani？芝 p.180 

おまえが  加那に   腕を 掛けようと 言ったんじゃないか。 

37) hakisamijoː． waN utoː  ʔjaː-ga-du  kurucjaNjaː．芝 p.54 

何だって!  私の 夫は おまえが  殺したんだな。 

 

4.3 疑い文 

とりたて助詞の ga の現れる疑い文と、du の現れる疑い文がある。前者は特立してとりた

てたい部分に ga を後接させ、述語を推量形にする。後者は接辞 gaja のついた形式を述語に

する。 

 

38) na:N siNdo:deNna:． ʔaNsugutu cja:si-ga simura．芝 p.42 

あなたも 大変ですね。 そうなんだ、どうしたら いいんだろう。  

39) ʔaNmaː，nuːga。 naːja naci-du urui? waːga munuʔiːjoː-nu-du waQsa-du ʔatagajaː． 

おばさん、何故。貴方は 泣いているのですか。私の 言い方が 悪かったのかな。 

芝 p.164  

内間 1985 は、が疑い文に現れるとりたて助詞 ga に伴って ra 推量形が述語に現れること

から、ga を係助詞とみなし、係り結びがあるとしたが、ra 推量形は、ga を含まない確認要

求の文にも現れる。ga は ra 推量形を述語にもつ疑い文に現れて不確定の部分に焦点をあて

るが、ra 推量形を支配しているわけではない。 

 

40) kunu ziNbukuro: su:  muNja:． su:.       kucisaNse:taraja:．芝 p.70 

この 銭袋は   父の ものか。 とうさん。 くやしかっただろう。 

 

4.5 命令文 

命令文には du が現れないが、命令文を主文にもつ条件的な従属文には du が現れる。 

 

41) kunu huːziː nusuraːja ʔucikurusiwa-du soː   ʔiːgutu，naːhiN taQkuruseː．芝 p.152 

この ような 盗人は 打ち殺せば   性根は 入るから、もっと 叩き殺せ。 

42) kureː  cjuni misiteː   naraNgutu    Ncjeː   kwiNsoːNnakeːja．芝 p.32 
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これは 人に 見せては いけないから 見ては くださいますな。 

cjumi Nːzjuru daki-du jagutu， misiti   kwiNsoːreː． 

一目 見る    だけだから、    見せて  くださいませ。） 

 

4.6 複文の従属文 

原因的な従属文の述語に du が後接して、主文の出来事が成立するための原因を特立して

とりたてる。 

 

43) joːmi-nu ʔagutu-du      nugiti ʔicjuru．  nugiːru munoː nugaci   jarasjeː．芝 p.92 

弱みが  有るからこそ 逃げていくのだ。 逃げる 者は  逃がして やれ。 

44) ʔjaː-ga-du jurucjeː  naraNdi   ʔicjagutu-du   ʔaNsumiNdi  ʔijaːni   

おまえが 許しては ならないと 言ったからこそ そうするかと 言って  

kuma-madi  ʔuːti  cjanoː ʔarani．芝 p.156 

ここまで  追って 来たんじゃないか。 

45) waNneː cimi hariːgaNdi  ʔici-du cjoːgutu    ʔiNroː saNgutu  

私は  罪を 晴らそうと いって 来ているから 遠慮は しないで 

ʔuQci turasi．芝 p.80 

討って くれ。 

46) cjaNgutoːru diQsinu-N simiːNdici-du ʔumutasiga，kunu joːna  sainaN ʔatati  

どんな   立身も  させようと  思ったが この ような 災難に あって  

siguku  zaNniN．芝 p.140 

すごく 残念。 

47) ʔudaNna-noː kunihjaː kamizjaː-du kanasa soːmisjeːgutu， inu ziniNgwa-nu   

お旦那様-は こいつ 亀千代を 可愛がっていらっしゃるから、 同じ 下男が  

cjaːsi  jamirasuga．芝 p.176 

どうやって 辞めさせるんだ。 

48) ʔNzjagutu-du keːti cjoːeːsani．芝 p.22 

行ったから-こそ 帰って 来たんだろう。 

 

4.7 du 無しの強調文 

強調形は、du をふくまない強調の断定文にも疑問詞質問文の述語にも現れる。 

 

49) ʔagaː ʔagaː． jananisjeːgwaː ʔaNsi gaNzjuːmuN jateːru．芝 P.36 

痛てて。   青二才    なんて 強情なんだ。 

50) naː-ja  ʔaNsi ʔihuːna Qcju  jaNsjeːru．芝 P.32 

貴方は なんて 変な  人で いらっしゃるのだ。 
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51) waQtaː suːga kurusariːga deːbiru？芝 P.78 

うちの 父が 殺されに  ですって？ 

52) suː-ja kakugu-nu ʔwiːni nanuiʔNzitaru．芝 P.86 

   父は 覚悟の   上で  名乗り出たのだ。 

 

疑問詞質問文は、語尾に ga を含む専用の述語形式が義務的に使用されるが、以下の文に

は疑問詞があるにも関わらず、専用形式ではなく、強調形が述語に使用されている。最初

の2例に質問の意図はなく、意味的には命令を表している二次的な質問文である。3例目は、

「当てになんかしない」という逆説的な意味の文である。4例目は百姓が立派な刀を持って

いることに対する驚きが表されている。 

 

53) tateː．nuːga tataN ʔaru．芝 P.80 

立て。何故 立たないんだ。 

54) toː  waQtaː suː kurucjaN neːsi  taQci  maːni． nuːga tataN aru．芝 P.72 

さあ、うちの 父を 殺した ように 立って 見ろ。 何故 立たないんだ。 

55) nuːga ʔjaː  moːki  tarugakiːru．芝 P.38   

何故 お前の 儲けを 当てにするんだ。 

56) nuːga naː-ja hjakusjoː-nu ʔuri   muQcjoːru．芝 P.30   

何故 貴方は 百姓が   それを 持っているんだ。 

 

4.8 小括 

断定文に du が現れるとき、強調形が述語になることから、那覇方言を含む沖縄方言に係

り結びがあるともいわれてきた。しかし、du があっても強調形以外の形式を述語にもつ断

定文も多くみられる。述語が強調形であってもなくても、du は特立と排他を表す。推量文

と確認要求文と疑い文の du は、特立を表すが、それぞれのモダリティを表す形式が述語に

なっていて、強調形は現れない。なお、du を含まない疑い文もある。 

肯否質問文のばあい、話し手の不確かな判断を指し示す部分に du を後接させて特立して

とりたてる。非過去形を述語にもつ肯否質問文は、強調形に接辞 i を後接させた形式が現れ

るが、過去形を述語にもつ肯否質問文には強調形は現れない。 

疑問詞質問文と命令文には du が現れないix。強調形は du を含まない文にも現れる。 

さまざまなモダリティを表す文に現れる du は、前接の部分をとりたてて特立、排他を表

す。du の有無に関わらずそれらの文に大きなモーダルな意味の変化はない。du が複数のモ

ダリティを表す文に現れるのは、特立、排他の意味を表すduと文のモーダルな意味を表現する

述語形式とが独立しているからであり、とりたて助詞 du が文末の述語の形式を支配している

とはいえない。 

かりまた 2011 では、今帰仁方言、那覇方言、平良下里方言、石垣四箇方言のとりたて助
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詞が文末の述語形式を支配していないことを形式面から述べたが、本稿では那覇方言の du

が文末の述語形式を支配していないことを、du の意味と文のモダリティの面から述べた。 

那覇方言、今帰仁方言のうたがい文に=gaが、今帰仁方言の=ra推量形を述語にもつおしはか

り文に=kuse:が、平良方言の肯否質問文に=nuが、おなじく疑問詞質問文に=gaがあらわれるな

ど、文の通達的なタイプととりたて助詞との間にむすびつきがみられないわけではない。話し

手の立場から対象的な内容をくみたてる出来事を構成する文の部分をとりたてる必要があると

き、文の通達的なタイプのちがいに応じて特定のとりたて助詞が選択される。とりたて助詞の

種類とその選択のされ方は、下位方言によってことなるが、文の通達的なタイプが重要な役割

をはたす。とりたて助詞の出現の有無も、とりたて助詞の選択も文の通達的なタイプによっ

て決定されるのである。 

文末の述語は、文のモーダルな意味の表現を担う重要な要素である。係助詞がその文末の述

語を支配し、係助詞によって述語形式が支配されることを係り結びだとするなら、=du を係助

詞とみることはできない。=du をふくむ文に多様な述語形式があらわれるのは、かかる力のよ

わまりという歴史的な変化の結果ではなく、=duが係助詞ではないからである。 

 

daki（だけ） 

57) cikaguroː kaNduNdi ʔiru niːtamunoː kadeː uraNgutu ʔuri kamuru daki-QsiN…． 

 （近頃は これと いった 食べ物は 食べて いないから それを 食べるだけでも） 

芝 p.144 

58) kureː cjuni misiteː naraNgutu Ncjeː kwiNsoːNnakeːja．芝 p.32 

（これは 人に 見せては いけないので 見ては くださいますな。） 

cjumi Nːzjuru daki-du jagutu， misiti kwiNsoːreː． 

（一目 見る だけだから、見せてくださいませ。） 

 

dakeː（だけは）  

他のものごとと対比しながら限定する。 

59) muQcjoːru zinoː muru turasugutu kunu katana-dakeː keːci kwiNsoːri．芝 p.34 

（持っている 金は 全部 あげるので この 刀-だけは 返してください。） 

60) waQtaː taːriː wakai-du surui．芝 p.162 

私の  父を わかるのかい？ 

hiː ʔaraN．     wakaraNsigajoː．ʔunaː-dakeː ugadaru ʔubi-nu ʔakutududeː． 

いや、そうじゃない。分からないがね。名前だけは 伺った 覚えが あったんでね。 

61) hiː kunuju usinamisocjaNjaː． 

ええ、お亡くなりになったの。  

o， uridakeː araN． jajasici-madiN jaciharaQti ajatu waNto sui-utin-nu  
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tacizjukunu naraN kuNzjaNkai inakauri sotasiga 

 

62) nuːga ʔaNsjeː，kunu ziN-dakeː muQci ʔNzi simeːsani．芝 p.116 

それなら この 金-だけは 持って 行って いいんじゃか。） 

 

daki-du（だけこそ） 

63) cjumi Nːzjuru daki-du jagutu， misiti kwiNsoːreː．芝 P.32 

（一目 見る だけだから、見せてくださいませ。） 

64) ʔagizje Nːzjuru daki-du jasa．芝 P.32 

（ええい、見る だけだ。）  

65) Nːzjuru daki-du jaru．tueː saNsa．芝 P.32 

（見るだけだ。     取りはしないよ。） 

 

極限 

madi（まで） 

66) kunu tabiNcju-nu hweːreː Qsi Qcju-madi kurucjaNdeː ʔikanasiN ʔumaːraNsiga． 

（この 旅人が 追剥を して 人まで 殺したとは どうしても 思えないんだが。） 

芝 p.76 

67) dahjaː jaː tami-nakai waN-madiN ʔajaː-ni kaNcigeːsaQti ʔuNdeː saQtasjeː． 

（そらみろ、おまえのせいで 俺までも 奥様に 勘違いされて 叱られたじゃないか。）

芝 p.104 

duN（さえ） 

68) ʔicici   nagaraitoːci-duN  sjeː， kuNgutoːru jurukubi-N ʔaibiteːsajaː．芝 p.216 

 （生きて 永らえてい-さえ すれば、こんな   喜び-も あったんですねえ。） 

69) magukuru cikuci nigai-duN sjeː kaNnazi miːNgwa uːNgwa ʔutabimisjeːN． 

 （真心を 尽くして 願い-さえ すれば 必ず 女の子 男の子を 下さいます。） 

芝 p.126 

 

sai（さえ） 

条件文の従属文に現れて、主文の出来事が成立するための最低限の条件を表す。 

 

70) ziN-sai tureː kunu katanaː ʔirijoː-ja neːraN． heːku ziN ʔNzjasjeː．芝 p.34 

 （金さえ 取れば この 刀は 必要は ない。  早く 金を 出せ。） 

71) cjaː-si jatiN ziN-sai tureː simeːeːsani．芝 p.40 

（どう やってでも 金さえ とれば いいだろう。） 
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NcjoːN（でも、さえ） 

譲歩的な意味を含んだ条件句のような、文の出来事が成立するための条件を表す。譲歩

的な条件文のばあい、前提として、「右なら敵う可能性がある」が想定され、その右も敵わ

ない 

 

72) hizjai-jaː． niziri-NcjoːN kanaːNmuNnu hizjai-ja jukuN cjaː-ga jarajaː．芝 p.182 

（左ねえ。右さえ 敵わないのに、 左は よけい どうだろうか。） 

73) naː-ga  utagutu-du    waN-niN ʔNmaritaru．  kuri-karaː-cjoːN waN-ni koːkoː  

（貴方が 居たからこそ 私も    生まれたのだ。これからでも  私に   孝行 

saQti kwiNsoːreːjaː．芝 p.216 

させてください。） 

74) kamadaː、suː ʔimawanu tuci-nu ʔiguN jasiga， nama-karaː-cjoːN Qcju-ni ʔuNtasa 

（蒲太、 父の 今際の  時の 遺言だが、  今からでも   人に  敬われる 

sariːru Qcju-Nkai nati turasijoːjaː．芝 p.86 

人に  なってくれよ。） 

 

jatiN（でも）極限 

極限の jatiN と jarawaN は「たとえ～でも」という仮定的な意味を含み、通常は結びつか

ない要素を結びつける。☞説明要検討 

75) cjaː-si jatiN ziN-sai tureː simeːeːsani．芝 p.40 

（どうしてでも 金さえ とれば いいだろう。） 

 

jarawaN（でも）極限 

極限の jarawaN は「たとえ～でも」という仮定的な意味を含み、通常は結びつかない要素

を結びつける。☞説明要検討 

76) ʔikana hweːreː jarawaN duku jukunu cjuːsanu．芝 p.44 

（いくら 追剥でも あまりに 欲が 強い。） 

 

Ndeː（でも）ぼかし・例示 

日本語のぼかしをあらわすデモに相当する那覇方言のとりたて助詞に Ndeːがある。Ndeː

は、勧誘文、肯否質問文にあらわれる。Ndeːのついた要素が選択肢、可能性の一つとしてさ

しだされているx。 

 

77) jukuiru meːni ʔudigwaː-Ndeː kakiti Nːdana．芝 p.178 

（休む 前に 腕でも 掛けて みよう。） 

78) heihei ziraː jukuti juNtaku-Ndeː Qsi Nːdana．芝 p.172 
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（おいおい、次良、休んで おしゃべりでも して みよう。） 

79) ʔunu tihazimi-ni kunu jaːgwaː-Ndeː ʔaraci  Nzjabirana．芝 p.144 

（その 手始めに この 家でも   荒らして みましょう。） 

80) kuNdoː tuːsatabi，hanari-Nkai-Ndeː ʔNzjabirana．芝 p.142 

（今度は 遠く  離島-に-でも  行きましょう。）   

81) kunu ciwaː naːku-kara eːma-Ndeː-Nkai tubaci ʔNzjabirana．芝 p.142 

（この 際  宮古から 八重山にでも  飛ばしていきましょう。）格助詞と順番が逆。 

82) nuːgana suːku  nairu katami-nu sina-Ndeː muQcjoːmi？芝 p.164 

（何か  証拠に なる 形見の  品-でも  持っているか。） 

 

jatiNː（でも）ぼかし・例示 

日本語のぼかしをあらわすデモに相当する別の形式として繋詞の譲歩形 jatiN がある。那

覇方言の名詞述語文の述語は、名詞のハダカの形に繋詞 jaN を組み合わてつくる。 

 

83) nuː-ja nugacjaN．nama-kara jatiN maniʔaːiN．dika ʔatu ʔuːreː．芝 p.26 

（何が 逃しただ。今からでも   間に合う。さあ、後を 追え。） 

 

ʔatai（くらい）評価 

84) waNni-Nkai-N ʔjaː-ʔatai    nairu Qkwanu usigajoː．芝 p.164 

（私にも    おまえくらいに なる 子が  居るんだが。） 

 

85) buNzjeː-N siraN．  jaː-ʔatainu      munoː   naraNsa．芝 p.102 

（身の程も 知らない。おまえのような ものは だめだ。） 
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義で語った台詞を受講生が文字化し、ルビ付きの漢字仮名混じり文と日本語訳、音声記号、

注などを付してテキスト化したものの一部を活字化したものである。 

iv 野原 1986 の係助詞「teemaN／teeN／teema（～しても）」と副助詞「nagara（ながら）」

は、動詞活用語尾ににしか接続せず、動詞語尾とみなすことのできるものも含まれる。 

v 野原三義 1986 は、琉球諸語の助詞について、その歴史的変遷過程も含めて、最も包括的

な記述研究で、琉球諸語の助詞を係助詞、副助詞、終助詞、間投助詞に分類しているが、

「とりたて助詞」、あるいは、「とりたて詞」などの述語を使用しておらず、とりたてに

ついて言及していない。 
vi 否定形は第一中止形に du、ja を後接させた分析的なとりたて形式が否定形に可能かは未確認。 

vii 沼田 2000.p.158 は、「とりたて詞がとりたてる文中の要素を「自者」とし、「それに

端的に対比される自者以外の要素」を「他者」としている。記述文法 2009 のいう「文の

ある要素」が自者であり、「同類の要素」が他者である。沼田 2000 は、とりたて詞の表す

関係的な意味として、主張と含み、肯定と否定を取り出している「主張および含みにおける

自者・他者に対する肯定・否定などは、ある事柄に対して、話し手がそれを真または偽と

して断定するものであった。しかし、とりたて詞のあらわす意味には、真偽を断定せず、

話し手や聞き手の自者・他者に対する想定をあらわすものがある。」「主張および含みに

おける自者・他者に対する肯定・否定などは、ある事柄に対して、話し手がそれを真また

は偽として断定する」ものである。自者－肯定を断定し、他者－否定を断定している。 

viii 用例は、沖縄芝居の脚本と諺集の例を使用する。 

ix  那覇方言の疑問詞質問文には、特立を表す du が現れないが、宮古語平良下里方言では特立

を表す ga が、八重山語石垣四箇方言では du が疑問詞に後接する。下里方言と四箇方言のばあ
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い、特立させたい疑問詞だから ga や du を後接されるのだろう。 
x  日本語記述文法 2009，p.143． 


